


新潟県中越地震 山古志地域の被災事例　徹底分析

配水用ポリエチレンパイプシステム協会 < http://www.politec.gr.jp/ >

2004年10月23日に発生した新潟県中越地震時、水道配水用ポリエチレン管は、小谷市に12.4Km敷設されており、
管、融着継手供、被害がありませんでした。　ただ、長岡市山古志地域（旧山古志村）での大規模地盤崩壊では、
水道配水用ポリエチレン管にも被害が発生しました。この被害状況に対して ”伸びずに破断した”と誤った報道等
がされたことがあり、Ｐｏｌｉｔｅｃでは、現地調査を行うと供に再現試験を実施して耐震性を検証しています。
この検証内容については平成18年第57回全国水道研究発表会でも報告しています。

写真1. 被災現場の状況

写真4. 破断状況の再現結果（（　　）内は引張速度）

● 現地調査

現地は、山側から起こった地盤崩壊により幅約40ｍに渡り県道が10ｍ以上も谷側へ押し流され、埋設されていた
水道管（ダクタイル鋳鉄管φ150，水道配水用ポリエチレン管φ50）がいずれも流出、破損していました。管は中央部
（写真１）と端部（写真1,2,3）の2箇所で破断していました。

● 再現試験結果

①

写真2. 端部破損箇所詳細（谷側から撮影）

①

写真3. 端部破損状況詳細（拡大）
残った地盤側から3m露出し、
継手近傍の管で破断している

<配水管布設箇所>
ダクタイル鋳鉄管
Ｋ形　φ150

<送水管布設箇所>
水道配水用ﾎﾟﾘｴﾁ
ﾚﾝ管　φ50

① 端部破損箇所

図1. 再現試験状況（ｿｹｯﾄ､ﾍﾞﾝﾄﾞを含む管の引張り）

◆ 水道配水用ポリエチレン管φ50は、道路を含む傾斜地盤の大規模崩落、構造物落下に
　　おいて地盤変状によく追随、延性を発揮し、限界を超え引っ張られたため破断した。

山古志破断品
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図１の引張試験(87cm/秒）

・実配管と同様に、11１/４ﾍﾞﾝﾄﾞを含む図1の試験体の強制曲げ引張試験で、端部側（写真３）の
　白化部が短い破断状態を再現することが出来ました。
・破断場所は、伸びて降伏した後に現れる白化延伸部分で、この白化延伸部が横方向にずれる力
　を受けたため、ちぎれるように切れたことが判りました。
・シミュレーション（解析）では、管は５.7ｍの変位まで耐えた後、破断という結果となりました。
　また、今回のような地盤が崩壊するような状況の大変形では、異形管部に応力が集中しやすい
　ことが判りました。

＜調査結果＞
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参考： 管の引張試験
8%の延伸では白化は見られない

試験前 8%引張後

中央部破損箇所


